
 

分 野 ４ 地域連携 

中項目 （１） 協力医療機関 

小項目 設            問 
① 
十分な連携 
 

★ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(特養用) 

内科・外科・精神科・歯科等協力医療機関と充分な連携がとれ，必要な時に
適切な措置を講じるようにしていますか。 
 
Ａ：□  Ｂを満たしている上で，歯科その他の往診も可能である等，優れた取

り組みをしている。 
 
Ｂ：□  職員に対して，入所者の容態変化，緊急事態の対応，協力病院への連

絡方法等が周知徹底されている。 
□  協力病院・協力歯科医療機関と入院や休日・夜間の対応について必要
事項が文書で取り決められており，必要な診療科の協力が確保されてい
る。 

 
Ｃ：□  Ｂのいずれかは実施している。 
 
Ｄ：□  上記の配慮がみられない。 

 

分 野 ４ 地域連携 

中項目 （１） 協力医療機関 

小項目 設            問 
① 
十分な連携 
 

★ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(老健用) 

内科・外科・精神科・歯科等協力医療機関と充分な連携がとれ，必要な時に
適切な措置を講じるようにしていますか。 
 
Ａ：□  Ｂを満たしている上で，協力病院・協力歯科医療機関での受入れ体制

の確認が常に把握され，老健施設の医師との協調が十分に配慮されてい
る等，優れた取り組みをしている。 

 
Ｂ：□  職員に対して，入所者の容態変化，緊急事態の対応，協力病院への連

絡方法等が周知徹底されている。 
□  協力病院・協力歯科医療機関と入院や休日・夜間の対応について必要

事項が文書で取り決められており，必要な診療科の協力が確保されてい
る。 

 
Ｃ：□  Ｂのいずれかは実施している。 
 
Ｄ：□  上記の配慮がみられない。 

 

 

 



 

分 野 ４ 地域連携 

中項目 （１） 協力医療機関 

小項目 設            問 
② 
入所者等へ
の説明 
 

★ 
 
 
 
 
 
 
 
(特養用) 

入院に関して入所者や家族等と相談していますか。 
 
Ａ：□  Ｂを満たしている上で，入院後も入所者・家族のフォローを行い，治

療後の療養計画を医療機関とともに立てるなどのサービスを提供して
いる等，優れた取り組みをしている。 

 
Ｂ：□  入院に関しては，状況を入所者・家族などに説明し合意のもとに行っ

ている。 
□  その際の記録がある。 

 
Ｃ：□  Ｂのいずれかは実施している。 
 
Ｄ：□  上記の配慮がみられない。 

 

分 野 ４ 地域連携 

中項目 （１） 協力医療機関 

小項目 設            問 
② 
入所者等へ
の説明 
 

★ 
 
 
 
 
 
 
 
(老健用) 

入院に関して入所者や家族等と相談していますか。 
 
Ａ：□  Ｂを満たしている上で，具体的な説明資料を準備する等，優れた取り

組みをしている。 
 
Ｂ：□  入院が必要な状態となった場合の対応について，あらかじめ入所者や

家族に対して説明し，同意を得ている。 
□  入院時には，病院の医師と十分な連絡を行い，家族や入所者に説明し，

今後の問題等について相談し，的確な対応を行っている。 
 
Ｃ：□  Ｂのいずれかは実施している。 
 
Ｄ：□  上記の配慮がみられない。 

 

 

 



 

分 野 ４ 地域連携 

中項目 （１） 協力医療機関 

小項目 設            問 
③ 
専門医師と
の診察・症
例検討 
 
 
 
 
 
 
 
 
（老健用） 

必要と認めた場合には，専門医師との診察や症例検討などを行っていますか。 
 
Ａ：□  Ｂを満たしている上で，定期的に施設の医師と情報交換を行う等，優

れた取り組みをしている。 
 
Ｂ：□  入所者が入院の必要がある時や，施設内対応が困難な際等には施設の

医師等と協力病院等の医師とで診察・情報交換・症例検討を行う等積極
的に対応している。 

□  記録が整備されている。 
 
Ｃ：□  Ｂのいずれかは実施している。 
 
Ｄ：□  上記の配慮がみられない。 

 

分 野 ４ 地域連携 

中項目 （１） 協力医療機関 

小項目 設            問 
④ 
他医療機関
の往診等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（老健用） 

他医療機関に往診を求めたり，入所者が通院を希望する場合は，老健施設内
で対応できない場合のみですか。（特養の嘱託医師制度との違いに留意） 
 
Ａ：□  Ｂを満たしている上で，往診・通院に適宜対応できるよう地域の医療

機関等と連携を図る等，優れた取り組みをしている。 
 
Ｂ：□  入所者は各診療科にわたる種々の疾患を有する者が多く，往診を求め

たり，通院希望に対しては，医師，看護・介護職員が適切に対応し，漫
然とした対応ではなく，通院先の医師，歯科医師と十分に連携を取って
いる。 

□  医療費の支払いについて，老健施設が支払うものであることを相手の
医療機関に周知徹底させ，適切な取扱いをしている。 

 
Ｃ：□  Ｂのいずれかは実施している。 
 
Ｄ：□  上記の配慮がみられない。 

 

 

 



 

分 野 ４ 地域連携 

中項目 （２） 住民参加 

小項目 設            問 
① 
ボランティ
ア・実習生
の 受 け 入
れ・育成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（共通用） 

ボランティアや実習生の受入れや育成を積極的に行っていますか。 
 
Ａ：□  Ｂを満たしている上で，ボランティアは常時複数名の登録および参加

があり，地域の学校等の実習指定施設である等，優れた取り組みをして
いる。 

 
Ｂ：□  ボランティアを受け入れているか，受け入れた経験があり，彼らに対

し研修等を行っている。 
□ 受け入れの機会を作るよう努力し，実習生の受入れも同様に行ってい
る。 

□ 記録がある。 
□  職員・入所者に対して受入れの趣旨等を徹底し，適切に対応している。 

 
Ｃ：□  Ｂのいずれかは実施している。 
 
Ｄ：□  上記の配慮がみられない。 

 

分 野 ４ 地域連携 

中項目 （２） 住民参加 

小項目 設            問 
② 
ボランティ
ア・実習生
専任担当者
の配置 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（共通用） 

ボランティアや実習生の受入れについては，担当者を置き，継続的・計画的
な対応を行っていますか。 
 
Ａ：□  Ｂを満たしている上で，地域のボランティアグループや各種学校等と

も担当者が連絡・連携を持ち，受入れ記録を取りまとめている等，優れ
た取り組みをしている。 

 
Ｂ：□  担当者を配置し，具体的な受入れ計画・指導内容等のマニュアルを作

成し，継続的な対応を行っている。 
□ 施設の職員に対しても，受入れ計画内容が明らかにされており一体的
に対応できる体制となっている。 

 
Ｃ：□  Ｂのいずれかは実施している。 
 
Ｄ：□  上記の配慮がみられない。 

 

 

 



 

分 野 ４ 地域連携 

中項目 （２） 住民参加 

小項目 設            問 
③ 
地域住民と
の交流 
 

★ 
 
 
 
 
 
 
 
 
（共通用） 

施設の行事に地域住民が参加したり，周辺地域の行事に入所者が参加すると
いった地域との交流がありますか。 
 
Ａ：□  Ｂを満たしている上で，地域の町内会・老人会・女性会などと連絡を

とり，お互いに協力して行事を行う等，優れた取り組みをしている。 
 
Ｂ：□  施設で盆踊りなどの行事を行い，その際家族や地域へも参加を呼びか

けている。 
□ 入所者が施設外行事への参加を希望した場合は，参加できるよう配慮

している。 
 
Ｃ：□  Ｂのいずれかは実施している。 
 
Ｄ：□  上記の配慮がみられない。 

 

 



 

分 野 ４ 地域連携 

中項目 （３） 権利擁護事業の取組み 

小項目 設            問 
① 
後見人との
連携 
 

★ 
 
 
 
 
 
 
 
（共通用） 

入所者の判断能力が低下した場合，任意後見人や法定後見人などとの連携を
とっていますか。 
 
Ａ：□  Ｂを満たしている上で，権利擁護機関や相談機関等と連携をとる等，

優れた取り組みをしている。 
 
Ｂ：□  権利擁護に関する情報を入所者・家族に提供している。 

□ 任意後見人や法定後見人がある場合は，その後見人と日ごろから連携
をとっている。 

 
Ｃ：□  Ｂの一部は実施している。 
 
Ｄ：□  上記の配慮がみられない。 

 

 



 

分 野 ４ 地域連携 

中項目 （４） 他機関・他施設との連携 

小項目 設            問 
① 
関係機関と
の連携・協
力 
 
 
 
 
 
 
 
 
（共通用） 

市町村（地域ケア会議）・保健所等の機関との連携や協力に配慮していますか。 
 
Ａ：□  Ｂを満たしている上で，日頃より，これらの機関と連携をとるための

会議などに積極的に参加し，入退所にあたっての必要な情報を交換した
り，記録がある等，優れた取り組みをしている。 

 
Ｂ：□  担当者が決まっている。 

□ 地域ケア会議や関係機関との連絡会等に，ほぼ参加している。 
□  関係機関からの情報の収集や提供に努めている。 

 
Ｃ：□  Ｂのいずれかは実施している。 
 
Ｄ：□  上記の配慮がみられない。 

 

分 野 ４ 地域連携 

中項目 （４） 他機関・他施設との連携 

小項目 設            問 
② 
関係施設と
の連携・協
力 
 

★ 
 
 
 
 
 
（共通用） 

必要な場合には，病院・診療所・歯科医療機関・介護老人福祉施設・介護老
人保健施設・在宅介護支援センター・居宅介護支援事業所・老人性痴呆疾患セ
ンター等，各種施設と連携がとれていますか。 
 
Ａ：□  Ｂを満たしている上で，定期的な会議などを通じて，情報交換をして

いる等，優れた取り組みをしている。 
 
Ｂ：□  必要な場合には各種施設との連携が十分にとれている。 
 
Ｃ：□  Ｂの一部を実施している。 
 
Ｄ：□  上記の配慮がみられない。 

 

 

 



 

分 野 ４ 地域連携 

中項目 （５） 広報活動 

小項目 設            問 
① 
広報誌等に
よる情報提
供（内容を
情報公開） 
 

★ 
 
 
 
 
 
 
（共通用） 

広報誌等を定期的に発行し，入所者，家族，地域住民，ボランティア等に配
布していますか。 
 
Ａ：□  Ｂを満たしている上で，近隣の地域住民に配布したり，過去数年分の

バックナンバーが全て揃っている等，優れた取り組みをしている。 
 
Ｂ：□  担当者を決めて定期的に発行している。 

□ 入所者・家族に広報誌等を定期的に配布している。 
□  ボランティアや施設を訪問した地域住民に広報誌等を随時配布して
いる。 

 
Ｃ：□  不定期ではあるが，広報誌等を発行している。 
 
Ｄ：□  全く発行していない。 

 

分 野 ４ 地域連携 

中項目 （５） 広報活動 

小項目 設            問 
② 
地域住民等
へのＰＲ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(共通用) 

広報誌等の発行以外に，他のサービス機関との連携の促進や地域住民へのＰ
Ｒを行っていますか。 
 
Ａ：□  Ｂを満たしている上で，施設見学会の実施やビデオの作成，或いは案

内表示板の設置等，優れた取り組みをしている。 
 
Ｂ：□  地域自治会等とも連携を図っている。 

□  随時見学の希望を受けている。 
□ 外部の広報誌等の取材の申し込みは，積極的に受け施設のイメージア

ップに努めている。 
 
Ｃ：□  Ｂのいずれかは実施している。 
 
Ｄ：□  上記の配慮がみられない。 

 

 

 


	(1)協力医療機関
	(2)住民参加
	(3)権利擁護事業の取組み
	(4)他機関・他施設との連携
	(5)広報活動

